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１ 補助事業の概要 

 

職員・人材不足により職員への負担が増えて入所様への生活・サービスを維持し支障が出

ないように業務改善行っているが大変厳しい状態。 

 

職員募集を様々な媒体を使ってはいるものの島内での人材不足もあるが全国的にも不足

しており十分な人材確保はできていない。 

 

福祉機器の整備として介護支援システム「ライブコネクト」の導入にする事により、  

介護の見える化を進め、まず介護職員の負担の軽減を行い長く就労してもらうことで介護力

不足を改善、入所者様の転倒予防等の安全性の向上等を目指し島民・入所者・ご家族・職員

が安心できる形で特別養護老人ホームの運営を継続していく。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

設置場所：【特別養護老人ホーム和光苑】 

 

島内の人口が減少・高齢化が進んでおり今後更に職員の人材確保が困難になる

ことが予測されているが、身体的な負担が軽減することで高齢になった職員でも

離職せずに仕事が続けられるようになれば人材不足の解消につながるのではない

かと期待している。 

  

 また、入所者のタイミングに合わせてオムツ交換等の介助を行うことで睡眠の

質、強いては生活の質の向上が見込まれる。 

 

施設内での看取りが行われているがバイタルセンサーの活用により 

ご家族や病院との連携に役立てより良い看取り介護ができることが見込まれる。 

 

 

 

 

 



３ 本事業により導入した機器 

 

①  コチラ→ ライブコネクト(見守り機器) 

 

設置場所：【特別養護老人ホーム和光苑】 

 

② 本事業に係る印刷物等 

コチラ→ にしふく通信 2023年7月 第15号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

見守りカメラ・バイ

タルセンサー・マル

チセンサーを活用し

て生活の質の向上と

介護負担の軽減を行

う。 

利用者様に動きがあ

った場合すぐに感知

し対応をすることが

出来ます。又部屋の

温度、湿度も管理で

きます。 

1日の呼吸、心拍数、

睡眠覚醒時間を検知

し状態の把握が出来

ます。 

遠隔からでも見守り

をすることが出来ま

す。 

https://www.nishinoshima-fukushikai.com/介護支援システム-ライブコネクト-の導入について-和光苑/
https://www.nishinoshima-fukushikai.com/情報開示-書式/広報/


４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 西ノ島福祉会  

（シャカイフクシホウジンニシノシマフクシカイ） 

住  所： 〒684-0301 

島根県隠岐郡西ノ島町大字宇賀697番地 

代 表 者： 理事長 岡田昌平（リジチョウ オカダマサヒラ） 

担当部署： 特別養護老人ホーム和光苑（トクベツヨウゴロウジンホームワコウエン） 

担当者名： 介護支援専門員 関谷学（カイゴシエンセンモンイン セキヤ マナブ） 

電話番号： 08514-7-8116 

F  A  X： 08514-7-8977 

E - m a i l： wakouen2@sweet.ocn.ne.jp  

U R L： https://www.nishinoshima-fukushikai.com/ 

 

mailto:wakouen2@sweet.ocn.ne.jp
https://www.nishinoshima-fukushikai.com/

